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三
日
夕
か
ら
降
り
続
く
大
雨
で
県

内
で
は
四
日
午
前
、
会
津
地
方
を
中

心
に
公
共
交
通
網
の
寸
断
や
集
落
の

孤
立
が
判
明
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
磐
越

西
線
は
喜
多
方
市
の
喜
多
方
―
山
都

駅
間
で
濁
川
に
か
か
る
「
濁
川
橋
り

ょ
う
」
が
崩
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
復

旧
に
向
け
て
現
地
調
査
を
急
い
で
い

る
。
県
な
ど
に
よ
る
と
、
同
市
山
都

町
一
ノ
木
で
県
道
一
ノ
木
藤
沢
線
の

土
砂
が
崩
れ
て
百
五
十
三
世
帯
、
北

塩
原
村
小
野
川
地
区
が
中
ノ
沢
川
の

氾
濫
で
住
民
十
五
人
が
孤
立
状
態
に

あ
る
。
午
前
七
時
現
在
で
人
的
被
害

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

午
前
六
時
現
在
で
猪
苗
代
町
、
北

塩
原
村
、
喜
多
方
市
、
会
津
若
松
市

が
河
川
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
で

二
千
六
百
八
十
六
世
帯
六
千
四
十
八

人
に
避
難
指
示
な
ど
を
出
し
、
避
難

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
自
主
避
難
所

も
含
め
八
市
町
村
が
避
難
所
を
設

け
、
百
二
十
一
人
を
受
け
入
れ
て
い

る
。住

宅
被
害
で
は
北
塩
原
村
と
喜
多

方
市
で
計
二
棟
が
床
上
浸
水
、
喜
多

方
市
と
猪
苗
代
町
、
西
会
津
町
で
計

九
棟
が
床
下
浸
水
し
た
。
喜
多
方
市

塩
川
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

床
上
浸
水
し
、
猪
苗
代
町
高
森
の
建

物
が
全
壊
。
湯
川
村
で
は
物
置
小
屋

が
床
上
浸
水
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
と
、
山
形
新

幹
線
は
福
島
―
新
庄
駅
間
、
磐
越
西

線
は
郡
山
―
野
沢
駅
間
、
奥
羽
線
は

庭
坂
―
米
沢
駅
間
で
終
日
運
転
を
見

合
わ
せ
る
。
磐
越
東
線
は
い
わ
き
―

郡
山
駅
間
で
昼
頃
ま
で
運
転
を
見
合

わ
せ
る
。
東
北
線
の
新
白
河
―
福
島

駅
間
な
ど
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

磐
越
自
動
車
道
は
磐
梯

海
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
―
猪
苗
代

Ｉ
Ｃ
間
で
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

る
。県

管
理
道
路
は
午
前
七
時
現
在
、

二
十
二
路
線
が
冠
水
や
倒
木
、
雨
量

超
過
の
影
響
で
通
行
止
め
が
続
く
。

喜
多
方
市
と
山
形
県
米
沢
市
を
結
ぶ

一
二
一
号
国
道
大
峠
ト
ン
ネ
ル
の
山

形
側
付
近
の
路
面
が
流
出
し
た
。
二

本
松
市
三
雄
山
の
県
道
馬
場
平
杉
田

線
で
は
倒
木
、
北
塩
原
村
大
塩
の
四

五
九
号
国
道
で
は
冠
水
が
発
生
し

た
。県

民
生
活
へ
の
影
響
の
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
。

雨の影響で増水した濁川で一部が崩落したＪＲ磐越西線の鉄橋


